
編集／毎日新聞社カスタマーリレーション本部

※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
毎日新聞今週のこだわり４本
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20日（金）＝オピニオン面どうなる安全保障政策

住
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政治的な発言続ける意図
お笑いタレント・ラサール石井さん

15日（日）＝１、３面

政府は昨年12月、国家
安全保障戦略など３文書
を閣議決定し、日本の安
全保障政策は大きな転換
点を迎えました。政府・
自民党は今後、装備品の
輸出ルールを定めた「防
衛装備移転三原則」の見
直しにも踏み込みたい考
えですが、連立与党の公

明党は慎重姿勢を示して
います。日本はどこまで
ルールを緩和すべきなの
か、副外相や副防衛相な
どを務めた自民党の若宮
健嗣幹事長代理＝写真㊨
＝と、学習院大の青井未
帆教授＝写真㊧＝に尋ね
ました。

（月）

16
日

＝
１
、
２
面

空き店舗が目立つ新疆国際大バザール＝中国新疆ウ
イグル自治区ウルムチで2022年12月27日撮影
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。
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ド
ラ
マ
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、
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だ
さ
い
。
あ
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た
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可
能
性
大
！
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お笑いタレントで俳優の
ラサール石井さん＝写真＝
は、ツイッターやコラムな
どで自らの意見を積極的に
発信しています。鋭い視点
で政府・与党を批判するこ
とも多々あります。そんな
政治的な発言に対しては、
フォロワーから批判や反論、

時には中傷する投稿が殺到
し「炎上」することも珍し
くはありません。社会では
芸能人の政治的な発言をタ
ブー視する傾向が強まって
いるようですが、ラサール
さんはぶれません。
また今は「常に板（舞

台）に立っていないと怖く

なってくる気がする」と、
一人で笑いを取るスタン
ダップコメディ－や、芝居
に力を入れています。池上
さんとの対談では、政治的
な発言を続ける意図や、舞
台への思いを語りました。

17日（火）＝夕刊特集ワイド

「検討します」ばかり
で歯切れの悪い岸田文雄
首相が、防衛費アップに
増税、原発新設と矢継ぎ
早に政策を打ち出してい
ます。十分な議論もせず、
聞く力は一体どこへいっ
たのでしょうか。
フリーアナウンサーの

古舘伊知郎さん＝写真＝
に政権への意見を求める
と、「岸田さんは言葉が
空疎なところに本質があ
りますよね」と切れ味の
鋭い言葉が返ってきまし
た。「政権と言葉」につ
いて、深く聞いています。

古舘伊知郎さんが語る「政権と言葉」


